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研究主題

生徒一人一人の卒業後の生活を見据えた授業づくりの実践 

～個別の指導計画と授業づくりミーティングの活用を通して～ 

研究主題設定の理由 

等部の基本的な考え方

高等部は,後期中等教育の場であり,小学部や中学部で身に付けた力を実際の学校生活や社会生活で

分生かし,かつ,それらを基に職業生活や家庭生活,社会生活に必要な力を身に付け,主体的に判断･

行動できるようにする小中高一貫教育の集大成の場でもある｡また, ｢子供｣から｢大人｣へ, ｢学生｣

から｢社会人｣へ, ｢学校生活｣から｢社会生活｣への移行のときを担う場として,高等部教育の果た

す役割は大きいと言える｡学校卒業を間近に控える高等部の生徒にとって,現在の生活を充実させるこ

とが卒業後の生活を充実させることに直接結び付くと言っても過言ではない｡そのため,これまで以上

に一人一人の生徒にとって必要な基礎的･基本的な内容の定着の徹底ど,それを生かすことのできる社

会との接点の場を多く持つ必要があると考える｡

諒わたしたちは, ｢すこやかな心と体を持ち,家庭生活や職業生活に必要な基礎的･基本的な事柄を主

体的に身に付け,自分のよさやできることを十分に伸ばしながら社会参加していく生徒を育成する｣こ

とを高等部の教育目標に掲げている｡そして,生徒一人一人の｢将来の豊かな生活像｣や｢繊くこと｣

や｢余暇｣に視点を当て,生徒自身が｢自分のよさやできること｣を生かして学習や生活ができるような

学習活動や学習内容の展開,支援の在り方について考えてきた｡つまり,生徒一人一人が実生活の中で

生かせるような力を身に付けるとともに,周囲の人々からの支援を受けながらも自分自身でできること

を増やしていってほしい,持てる力を主体的に発揮してほしい,自ら考え課題を解決し主体的に暮らし

てほしいと願っている｡

･その際,生徒一人一人の教育的ニーズを確実に抱握し,,課題解決に努めるだけでなく,その生徒の生

活を見通して卒業後に想定される様々な課題を踏まえること,つまり, ｢卒業後の生活を見据える｣視

点が大切であると考えた｡ ｢見据える｣とは,その先にあることを想定する,見通す,見詰める,見定

めるということを意味するが,生徒自身が学んだこと,身に付けた力,行動などが,時間や場所が変わ

っても同じように具体的な行動として現れるようになってほしいと考えている｡

;そのためには,生徒一人一人がこれまで培ってきた力をより確実なものにしていく必要がある｡また,

教師は,卒業後につなげるための移行を踏まえた支援を心掛ける必要がある｡

･このように,現在及び卒業後の生活における実際的な場面で,生徒自身の持てる力を十分発揮できる

ようにすることや,持てる力を発揮しやすくするために関採諸機関との連携を円滑にすることば　生徒

を社会へと送り出していく高等部としての重要な役割ではないかと考える｡
I
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2　前沢研究の成果と課題

このような考え方の背景には,昨今の社会や福神,労働情勢の急激な変化への対応は言うまでもなく,

｢一人一人の生徒が自分のよさやできることを生かす作業学習の取組｣という前次研究の成果や課題を

踏まえたことにある｡前次研究では,生徒一人一人の教育的ニーズを明らかにし, ｢個別の指導計画｣

の作成に取り組んだ｡また,研究対象の指導形態を作業学習に絞り込み,教育的ニーズを踏まえた指鷲

内容･方法を選択･組織したり,具体的な支援の在り方について探ったりしてきた｡

これら前次研究では,初期アセスメントによる情報収集や｢教育的ニーズを語る会｣などで指導内容

や方法の確認,分析を行い実際の指導に当たるという流れに沿うことで,生徒一人一人に対するきめ細

かな指導につながっただけでぬく,指導内容の選択･組織や題材設定の際に教育的ニーズを反映させる

ことや具体的な支援の在り方を明らかにする手掛かりを得ることにもつながった｡

しかしながら,その教育的ニーズの把握･分析の精度を上げることや,実際の指導に生かすための個

別の指導計画を作成する手続きなど大きな課題が残った｡多くの情報を得たものの具体的にどのような

形で授業へ関連付けるか,その際の作成にかかる事務量の膨大さ･複雑さも課題として残った｡また,

作業学習については教育的ニーズや個別の指導計画との関連,目指す授業像や授業における具体的な支

援の在り方を明らかにすることばできたものの,他の領域･教科の指導の形態について同様の手続きを

整備することや研究の深化までにば至らなかった｡さらに,生徒一人一人の教育的ニーズを教師間で十

分に共通理解できていない,学校での取組を家庭や地域,進路先等に円滑に確実につなげていくという

システムを実際的,効果的に活用できていない現状も加わったことで,社会への円滑な移行を踏まえた

支援の必要性を強く感じることとなった｡

○　わたしたちの考える｢働くこと｣と｢余暇｣について

｢鋤くこと｣とは,単に｢就労する｣ ｢仕事をする｣という労働を憲味するものではなく,そのことも含ん

で　家庭生活における役割分担も含め,生徒がある目的を持って可能な限り自発的に社会的役割を担って行

動し,満足感や成就感,報酬などを得られることと考えている｡また, ｢余暇｣については,一人や集団で

楽しめる趣味を持つことや休日などにのんびりと体を休め,自分の時間を過ごすことではないかと考える｡過ごし方や内容に

ついてはよりよい社会参加を目指すため,より外の世界(社会)へも向くものでもあってばしいが一人で過ごす時間と周

囲の人とかかわり合う時間のバランスが大切であるとも考える｡基本的には,活動全てを自分で選択･決定できることや活動

することによって,より大きな満足感や充実感が得られることが望ましい余暇の過ごし方ではないだろうか｡

○　生徒の主体性を重視した｢よさやできることを生かす｣という考え方

｢よさ｣とは,生徒のもつ個性や得意としていること｡ ｢できること｣とは,これまでの経験を基にした現在の

持てる力であると同時に,その生徒がもう少しでできそうなことや自分の力として定着する可能性が高いことなど

も含めてとらえている｡前次研究では,この｢よさやできること｣を生徒自身が生かすことができるようになるこ

とによって,将来の豊かな生活像の実現を図ることができると考えたのである｡

この考え方は, WHOのI C F (International Classification of Functioning, Disability and Health)

の国際生活機能分類(2001年5月, I C I DH国際障害分類より改訂)の考えも参考にしている｡障害者自身の

活動を通した社会参加の重要性とともに,障害者を取り巻く支援者が,障害者自身の長所を認めたり,ともに,

社会参加することでよさを伸ばしたりと障害者が社会において自立的な生活を送ることができるようになること

を意味していると考える｡これらのことを参考とし,研究の根底に据えながら今次研究を進めていくことにした｡

-88-



そこで　個別の指導計画を基にして様々な手段･手法を活用して取り組む授業づくりは,卒業後の

生活を豊かなものにするための,一つの移行支援であると考え,進路指導を始め高等部の教育活動全

てを生徒一人一人の卒業後の生活を見据えた取組とし,高等部教育の担う役割を果たしていきたいと

考えている｡

以上のようなことから, ｢移行｣という視点を踏まえて,個別の指導計画と授業づくりミーティン

グの活用を通した卒業後を見据えた授業づくりの実践に取り組むこととした｡

生徒一人一人が現在及び将来の生活において,身に付けた力を発揮できるための授業づくり 

の在り方を明らかにするo 

卒業後の生活を見据え,教育的ニーズの把握.分析の在り方,及び授業づくりミーティング 

を活用した授業の設計-展開-評価の手続きを整備するとともに,個別の指導計画を生かした 

学校,地域,進路先への円滑な移行のシステムについて明らかにすることで,生徒一人一人が 

現在及び将来の生活において身に付けたカを発揮できるのではないか○ 

研究内容1 

教育的ニーズの把握と分析のための 

｢学部ミーティング｣の在り方につい 

て整備するo 

研究内容2 

個別の指導計画を基に｢授業づくり 

ミーティング｣を活用した授業の設計, 

展開,評価までの手続きについて整騙 

するo 

研究内容3 

生徒一人一一人が自分の力を発揮して 

いくための個別の指導計画を踏まえた, 

家庭や地域生活,進路先等への移行支援 

の在り方について明らかにする○ 



回 研究方法

1　研究方法

教育的ニーズの把握と分析について

○　前次研究の成果と課題の整理,教育的ニーズについてKJ法的手法を用いた分析

と把握をする学部ミーティングを中心とした研究の取組｡家庭との連携についても

整備し,事例やアンケートにより検証していく｡

授業づくりの段階

○　前次研究の作業学習における取組の成果と課題を整理し,授業づくりの手続きの

整備を中心に研究していく｡特に個別の指導計画について授業づくりミーティング

を行うことでどのように授業に生かすことができるか,実践例を中心に検証する｡

･授業づくりミーティングI･･･個別の指導計画を授業に生かすために,単元･ァ

題材の指導計画を作成し,各題材における指導内容,支援の在り方,教材･教具

の工夫などを検討｡

･授業づくりミーティングⅡ-各単位時間の終了時に担当教官が随時行う｡記録

の蓄積による指導内容や支援の在り方,教材･教具の妥当性について確認｡

･授業実践･･･目指す授業像の明確化,ティーム･ティーチングによる支援の在り方｡

･　授業づくりミーティングⅢ-各単元終了時の評価と次単元に向け変容の確認｡

･評価-生徒の実態の変容や教育的ニーズの評価と,次時の授業のための設計な

ど協議,通知表｢あゆみ｣との関連,及び改訂｡

移行について

○　縦の移行,横の移行,または,環境的な支援と実際場面での支援など　移行支援

について事例研究を中心とした研究の取組｡事例を中心に検証していく｡

2　高等部の研究組織

校長.副校長.教頭 � 

i拡大公開研究部会l 冓 - 冓公開研究部会i 

全体研究 � 

理論研究グループ(○岡元,中島,倉内) 

i学部研究!事例研究グループ(○大山,藤上,福田) 

実践研究グループ(○小山,鎌田) 

図1　高等部の研究組織
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研究の実際

教育的ニーズの把握と分析について

教育的ニーズ決定に至るまでには,いくつかの手続きを踏む必要がある｡以下,その具体的な手続き

について,学部ミーティングの実際を中心にしながら述べていく｡

(1) KJ法的手法を用いた学部ミーティングの実施

前次研究において,わたしたちは初期アセスメントや保護者の願い,教師の願いを基に,生徒の

教育的ニーズについて把握･分析をしてきた｡このことにより,生徒一人一人の教育的ニーズは導き

出すことができたものの,果たしてそれが客観性,必要性のあるものなのか不確かな面があった｡そ

こで教育的ニーズの把握･分析に当たって,次のような手続きに見直し,整理していくこととした｡

教育的ニーズは,これまで同様に原則として担任が導き出すが,今次研究より,さらに,その精度

を上げることや多くの視点で生徒の実態を見詰めていくという観点から, 25名全生徒一人一人の教育

的ニーズについてKJ法的手法を用いて検討することとした｡これがいわゆる,生徒一人一人の教育

的ニーズを学部共通理解の下に検討していくための｢学部ミーティング｣である｡生徒一人一人につ

いて,全教官はそれぞれ九つの領域ごとに教育的ニーズについて考える｡そして,それぞれ1枚から

数枚のカードに思い描く教育的ニーズを記入し,それらを一つのテーブル上で突き合わせ,擾先的な

ものや共通するものを導き出すという手法である｡この｢学部ミーティング｣は,生徒全員分につい

て審議していくため,多大な時間を要する｡しかし,高等部教官一人一人が考える教育的ニーズをす

り合わせながら一つのものに検討していく作業は,教官全員で行うため,担任が把握し得ない新たな

情報の発見につながったり,教育的ニーズにこたえるための多くの支援の方法などを検討したりでき

るのではないかと期待したのである｡事実,学部ミーティングの中では,生徒一人一人に対する指導

の在り方など活発な意見交換がなされた｡

ところで,このミーティングにおける教師一人一人の願いは,生徒が卒業後に社会生活を送る上で

何が求められるのかという社会的な要請を十分に踏まえるものでなければならない｡教育的ニーズの

鰭度を高めるためにも障害児･者に関する社会的な動向や進路先からの要望などに関する情報収集や

研修は必要不可欠である｡このことについては, ｢学部ミーティング｣において,進路担当による進

路先からの情報とともに,産業現場等における実習の評価なども十分加味していくこととした｡

このような学部ミーティングの手続きにより,生徒一人一人の教育的ニーズについて検討していく

こととした｡またそれと同時に,保護者に対しても九つの領域ごとに,我が子の教育的ニーズを提出

していただいた｡保護者からの教育的ニーズと学部で検討した教育的ニーズを個別に実施した｢教育的

ニーズを語る会｣で社会の要請や将来の生活像も考慮しながら,お互いの願いを確認し,すり合わせて

年間の教育的ニーズを決定した｡

 (2)保護者との情報の共有と共通理解について

･.,以上の手続きを経て,教育的ニーズを決定していった｡その際,個別の指導計画の作成段階におい

て保護者からの願いや要望などの情報を得たり,学校側の指導方針を保護者に説明したりしていくが,

保護者の学校教育に対する翠解を深め,日々の授業をより活性化させ,個に応じた指導の一層の充実

図るために,次のことを大切なものと考えた｡保護者と学校(担任)が情報交換する際には,情報
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に対する｢信頼性｣, ｢正確性｣,そして,情報は量ばかりではなく,問題解決等に寄与する適切なもの

ではならないという｢適切性｣である｡

｢信頼性｣ , ｢正確性｣については,学校,保護者ともに,一人の担任,一人の親で教育的ニーズ

を導き出すのでばなく,学部全教官,家族全員の話し合いにより導き出すとともに,諸検査や諸調査

などの結果も活用することにより,信頼度を上げ,より正確になるようにした｡

｢適切性｣については,一人一人の生徒の生活経験や特性,よさやできること,将来の進路などを

考慮しながら,その生徒にとって適切な教育的ニーズであるか,適切な指導目標,指導内容,支援の

方法であるかなど　学部教官全員で,そして,保護者とともに検討していった｡

なお,保護者および高等部全教官が相互に情報を共有し,共通理解しながら,教育的ニーズを決定

するまでの手続きを以下に示す(図2) ｡

｢学部ミーティング｣

25名の生徒一人一人の教育的

ニーズについて,全教官で検

討していく｡

ミーティングは,生徒一人一

人1領域ずつ教育的ニーズを

協議していくが,その際に教

育的ニーズを記入したカード

を1枚から数枚ずつ提示し,

それぞれ突き合せる｡

情報交換し,優先課題となる

ものや多くの教師が似通った

課題としたものについて教育

的ニーズとして検討する｡

教師の願い 兢ｸﾎﾈ�(,ﾈｮ�*"�

上土く社会誓雪b 

担任が教育的ニーズ �i.ｹ>�,�.h.刎(+R�

の原案を作成 俘x*(,hｺI,ｩyﾘ���

上土 �?��
学部ミーティングに 

て全生徒の9領域の 仆8孜4�6ｨ�ｸ5�,ﾈｴﾉ?ﾂ�

教育的ニーズを提案 忠vﾈ�ﾈ7r��

上土 ��靴ャ悪���
KJ法的手法により �+�+�,Xｧxﾕｩ�H,b�

学部としての教育的 兢ｸﾎﾈ�(,ﾈｻ8屍�

ニーズの検討 �4�6ｨ�ｸ5�/�+x.��

A 

二 �8ﾘ.ﾘ.�.��

教育的ニ �5�/�ﾎｨ.���

(教育的ニ 坪5�,ﾈﾈ�.ｒ�

図2　教育的ニーズ決定までの流れ

2　授業づくりについて

本校の高等部は,ほとんどが学年を解いた習熟度別や生徒の個性･特性を考慮した学習集団ごとの授

業が多く,学級担任以外の教官が授業をすることも多い｡

また,これまでも学級担任と学級担任以外の教官が連携し,学部内の共通理解を図りながら,日々の

学習活動を進めてきた｡しかし,保護者の願いや担任の願いなどが授業に生かされにくい点があったこ

とは事実である｡また, -単位時間の授業の様子なども憲見交換をする場がないといったデメリットが

生じていたことが課題であった｡

教育的ニーズを生かした授業づくりの在り方を考えると,教官全員で　生徒一人一人の教育的ニーズ
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こついて共通理解するなど晴報の共有化や授業の中でどのように生かしていくかを十分に考えることな

どが必要であり,学部での｢授業づくりミーティング｣の充実を図ることが大切であると考えた｡

･また,個別の指導計画を授業に生かすために,教育的ニーズの把握と分析,共通理解から授業までの

一連のシステム化に取り組む必要があった｡情報の整理,絹選という点では,膨大な事務に追われるこ

となく,当然のことであるが,実際の授業やその準備,教材･教具の開発に力を注ごうというものであ

る｡その際,将来の豊かな生活のために,社会の要請や保護者の願いに応えていくことも大切であると

考える｡

次に,教育的ニーズを授業に生かすために,わたしたちの｢目指す授業像｣を踏まえた,生徒が｢自分

のよさやできること｣を生かすことができるような支援はどうあればよいかを探りながら,授業づくり

を進めていくこととした｡

計画段階において

目指す授業像と支援の手立て

前次研究の｢作業学習における目指す授業像｣をベースにしながら, ｢よさやできること｣, ｢将

来の豊かな生活像｣,また, ｢教育的ニーズ｣や｢移行｣などの視点を考慮し,高等部の｢目指す

授業像｣を以下のように思い描くこととした｡

それぞれの活動に見通しを持ち,自分の役割を果たす授業｡

自分で考え,選択しながら活動する授業｡

それぞれの目標や課題を憲識して取り組む授業｡

達成感や成就感を味わうことができる授業｡

授業づくりをしていく中で,題材設定やねらい,指導内容などを話し合う際,この授業橡に迫れ

るような支援の観点や評価の観点も同時に検討していくようにした｡支援の在り方は,それぞれの

指導の形態によって異なってくると考えるが,具体的な支援の手立てについては以下のような例が

挙げられる｡

･生徒の役割を分かりやすく伝えるとともに,一定時間同じ学習に取り組むこと〇八i 

i.生徒がじっくりと考える時間を設け,教師は待つ姿勢を心掛けることo 

日生徒自身の目標を分かりやすく提示することo 

:`二三:三:二二三三二二二二/ 

授業づくりミーティングIについて

高等部は,ほとんどの授業で学年の枠を解いた習熟度別などによる小集団を編成し,ティーム･

ティーチングによる指導を行っている｡したがって,教育的ニーズを授業に生かしていくためには

　全ての教師が個別の指導計画を踏まえた上で授業に臨む必要がある｡そこで　わたしたちは,これ

までも各指導の形態の担当者間で行っていた話し合いを｢授業づくりミーティング｣として位置付

けることとした｡教師の話し合いを授業づくりのシステムの枠に入れ,充実させていきたいと考え
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たからである｡ ｢授業づくりミーティング｣は,個別の指導計画を踏まえて,それぞれの生徒の教

育的ニーズを共通理解するとともに,教師がそれぞれの専門性を生かしながら多角的に情報交換を

行っていく場である｡以下,単元･題材を始める際に行う｢授業づくりミーティングI｣の内容に

ついて述べていく｡

ヽi 学習指導要領本校及び高等部の教育目標本校の領域.教科のねらい 

B宿す授業復 

○生徒一人一人がそれそれiの活動に見通しを持ち,自分の役割を果たす授業. 

○生徒一人一人が自分で考え,選択しながら活動する授業. 

○生徒一人一人がそれぞれの目標や課題を意識して取り組む授業. 

○生徒一人一人が達成感や成就感を味わうことができる授業○ 

年間指導計画個別の指導計画様式1及び2学習集団及び個人の教育的ニーズ 

これらを踏まえて -｢モー_j二- �)%�ﾋ2��胃�,ﾈ轌;�ﾇh柬8/���ﾖﾈ,���

｢単元に関する個々の教育 �6偬I|ｨ��99��剪�≪授業づくりミーティングI≫ 剪�⇒授業実践 Ⅱ 

的ニーズ｣,単元のねらい,⇒ ｢学習活動の流れ｣などの 資料作成 ��○教育的ニーズとの関連一 〇指導内容雪 ○具体的な支援の明確化崩 

[授業責任者が提示] ��[授業担当者全員で検討] 
) 

授業づくりミーティングⅡ 

図3　授業づくりミーティングIの流れと確認事項

｢授業づくりミーティングI｣では,始めにチーフティーチヤーが,年間指導計画や個別の指漕

計画を踏まえて｢単元･題材に関連する個々の生徒の教育的ニーズ｣ , ｢単元･題材のねらい｣ ,

｢学習活動の大まかな流れ｣を提示する｡その他の教官はその資料を基に,生徒一人一人の教育的

ニーズが指導内容や,支援の手立てに反映されているか,また,学習集団全体のねらいや生徒一人

一人のねらいは適切であるかなどについてそれぞれが考えを出し合い,より具体的で綿密な授業計

画を作成していく｡つまり,指翠の最適化を図り,目指す授業像に迫るための｢集団化｣と,それ

ぞれの教育的ニーズに応じる｢個別化｣を図る作業でもあるといえる(図3) ｡話し合いの中で

それぞれの教官が,チーフの提示した資料に印を付けたり,新しく書き加えたりしていき,それら

がその後の授業の中で具体的な形となって生かされるのである｡
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)実践段階において

　授業においてば例えば支援の手立てについては一定時間同じ学習に取り組んだり,目標を視

覚的に志すなど目標提示をわかりやすくしたりするなど生徒一人一人の教育的ニーズを考慮したア

ブローチを繰り返し行うこと重視した｡また,日々の授業の中で繰り返しアプローチすることで,

生徒の変容に着目しながら,目標や課題をとらえていくこととした｡その際の支援や評価の在り方に

っいて検討していくための授業づくりミーティングHを設定した｡

授業づくりミーティングⅡについて

授業づくりミーティングは,単元の

前後だけでなく, -単位時間終了後に

日常的に行われているいわゆる｢打合

せ｣が大切であると考えた｡これを｢

授業づくりミーティングⅡ｣と位置付

けて,より効果的な指導ができるよう

にした｡授業づくりミーティングIで

話し合われた一人一人の生徒の関連す

る教育的ニーズが授業内容に反映され

ていたか,また,具体的支援の有効性

グルーピングなどについての検討や

目指す授業像に迫れていたかの評価な

どを確認することとした｡その日々の

記録が,評価,そして,次時の取組に

生かされると考えたからである｡日々
授業実践と授業づくりミーティング

Ⅱを繰り返す中で記録が蓄積されてい

ことになるわけである｡

　なお,記録の様式については,基本

となるものを作成し,各指導の形態ご

と,あるいは,記録のしやすさなどか

授業づくりミーティングI

授　業　実　践

≪授業づくりミーティングⅡ≫ 

○教育的ニーズが反映されていたか? 亦���

○支援の有効性は? 

○グルーピングの有効性は? 

○目指す授業像に迫れたか? 

-単位時間ごとの評価.確認.検討事項 

※生徒の変容などの確認や記録も大切! 

～ U 

次時の授業実践

図4　授業づくりミーティングⅡについて

ら,それぞれの教官が工夫して取り組むこととした｡

評価段階において

授業づくりミーティングⅢについて

評価については,日々の評価,単元ごとの評価,学期末の評価,学年末の評価とあるが,記録の

蓄積が重要であることは言及するまでもない｡授業づくりミーティングⅡが, -単位時間終了ごと

に評価を行うことに対して,授業づくりミーティング皿は　単元や題材終了後にその全体について

評価を行うものである｡ここでは,その単元や題材に関する中心的なねらいや生徒一人一人の教育

的ニーズについて,どの程度こたえられたかを評価すると同時に,単元全体を通しての支援の在り

方や目指す授業像への迫り方などを確認･評価し,次の単元･題材へとつなげていくものである｡
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なお,個別の指導計画の様式1および2については,単元終了時には見直すものの,日常の記

録を基に,修正,評価などの記入は学期末とする｡

授業づくりのシステム 授業づくりミーティングI

計画 実践 假hｼh,8*ﾘ.�7��ｸ6X4(984�R�E画 評価 

設計展開 授業づくりミーティングⅢ 

評価 

図5　システムにおけるミーティングの位置

イ　通知表とのリンクについて

授業記録を蓄積することで指導内容や支援の在り方,教材･教具篭の妥当性について

確認し,単元終了後には,生徒の実態の変容や教師の支援などの妥当性についても検討した｡

これまでの通知表｢あゆみ｣は,単元･題材について大まかな活動内容や生徒の様子しか伝えられ

なかったが,各単位時間の記録を蓄積したことにより,生徒一人一人の教育的ニーズに対しての具

体的な指導内容や支援の手立て,それに対する生徒の活動の様子や変容について,より一層詳細に

保護者へ伝えられるようにした｡

単元終了時ごとに,授業づくりミーティング皿を位置付け,評価を行い,その内容を整理し通知

表に転記するようにしたことで　作業コストの軽減にもつながることになるわけである｡また,保

護者にとっても,具体的な指導内容や支援の手立て,生徒の様子や変容が記載されており,分かり

やすいものになったと考える｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上,授業づくりについて,これまで述べたことを次にまとめたので参照していただきたい
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(4)　個別の指導計画と授業づくりミーティングの活用を通した授業づくりの概要

様式l ･ 2と年間指導計画を基にして,単元･題材ごとに,学習集団の編成,

や目指す授業像を導き出し,指導内容･具体的な支援や手立てなど　実際的な

指導について話し合う｡ (授業づくりミーティングI)その際は,教育的ニー

ズが指導内容,支援の手立てなどと関連付けられるように工夫することとする｡

各担当間で協議した授業づくりミーティングIに基づいて,生徒一人一人の

教育的ニーズと目指す授業像に迫れるような日々の授業を行う｡

単元･題材終了後の評価がスムーズにできるように,各単位時間終了後に取

り組んだ学習内容や生徒の具体的な変容などを話し合い記録していく｡また,

各単位時間ごとに担当間で評価と次時の打合せも行う｡ (授業づくりミーテ

ィングⅡ)

もし,実践を展開している中で,設定した短期目標に変更が必要な場合は,

その都度穆正を加えるが, ｢なぜ修正が必要なのか｣を押さえておくようにす

る｡担任の考えた重点指導目標の変更が必要となる場合,担任へ連絡する｡

( ｢全体｣から｢個｣に返すため)

各単元･題材における指導が終わった段階で　まず担当間で指導の反省を行

う｡ (授業づくりミーティングⅢ)

各担当で評価したものを次の単元の授業づくりに生かすため,指導内容はど

うあればよいかの話し合いも行う｡

担当と担任間の打合せを行い,単元･題材終了時に学部会で生徒の様子と変

容を伝え協議する｡そのことが情報の共有化につながり,評価を担任へ返すこ

とにもなる｡様式l i 2に関しては,単元終了時には見直すものの,日常の記

録を基に,記入は学期末とする｡また,通知票｢あゆみ｣とのリンクにより,

通知票記入の際に各単元の評価項目を転記できるようにすること｡通知表も記

録の一つと考えている｡

評価に当たってia,授業づくりミーティングHにおいて協議された指導内容

や実践の中で導き出された目標や課題について行う｡生徒の変容についての評

価も行うが,わたしたち教師の支援の在り方についても評価を行う｡
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(5) ｢擾業づくり｣の流れ

学較･学部数育目標及び諾醐究(理論構築に関する研究)

前年度の取組,生徒の状態像の確認

学習グループ編成,ねらい

目指す授業像,年間指導計画

学部ミーティングI (KJi綱手法による縞的ニーズの把握と弼)

i 教育的ニーズを語る会 

i 個別の指導計画(様式1) 

iI 学部ミーティングⅡ担任による原案の作成 

(重点指導目標) 

i ～ 個別の指導計画(様式1.2)-保護者へインフォ-ムド.コンセント 

I ��事例研究会 � 

担当単元.題材の指導計画 

情報の共有化授業づくりミーティングI(設計) 

担任+ 

日々の授業実践 

授業研究会Tl 

授業づくりミーティングⅡ(展開) i 

⊥ 剪�

授業づくりミ-ティ.ングⅢ(評価) 

l 
学部ミーティングⅢ(評価) 

I 

個別の指導計画(様式3) 

I 
i-臆 ��

l日欧 

図6　授業づくりの流れ
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3　移行という考え方について

(1) ｢移行｣に着目する背景

生徒一人一人の将来の豊かな生活像の実現に向けて,その生徒の｢いま｣そして｢これから｣の生

活を見通して支援していくことは,高等部としての重要な役割でもある｡

わたしたちは,生徒一人一人の｢卒業後｣を,単に卒業後間もない頃だけでなく, 5年後, 10年後,

それ以降の遠い将来までの長いスパンでとらえたい｡なぜなら,学校は生徒の卒業後も何らかのかた

ちで支えていく場であり,教師はいつまでも生徒を温かく見守っていく存在でありたいと願うからで

ある｡そして,生徒が学校生活で身に付けた力を現在の家庭生活,地域生活で発揮できるようになっ

たり,卒業後も発揮できるようになったりすることを目指していきたい｡そのためにも,その生徒の

卒業後の生活を見通して,今何を身に付ければよいのか,教師は何をどのように支援すればよいのか

を明確化し,生徒に関する様々な情報を共有する必要がある｡また,現在の取組が学校から家庭,地

域,進路先等に円滑に移行されなければならない｡

つまり,学校での学習活動を通してやっていること,できるようになったことなど身に付けた力が,

現在の家庭生活,地域生活,職業生活において生かされるという取組を行っている｡現在の生活を充

実したものにすることで,将来の生活も豊かで充実したものになると考えているわけである｡

一　へ　　O　｢移行｣の概念について

｢移行｣の概念の発祥は, 1950年代のアメlJカ合衆国において,現在の特殊教育とリハビリ

テーション分野における｢移行｣の前概念とされている｢キャリア｣の概念であると考えられ

ている｡スーパーによって形成された｢生涯においてある個人が占める一連の立場｣という定

義の｢キャリア｣から｢キャリア開発｣ ｢キャリア教育｣を経て, 1984年にウィルが初めて｢移行｣の概念を紹

介した｡ウィルによる移行概念紹介以降, ｢学校から職場への移行｣の考え方が生まれ,その後,プロリンによ

って｢移行｣支援が推進され, 1990年代にパルパーンによりQOL向上の観点から｢移行｣既念が形成された｡

このハルパーンによる｢移行｣の概念は学校から職場へという狭義のものではなぐ｢学校から大人としての生

活の移行(transition from school to adulthood/adult life)｣という広義のものへと広げられ,アメリカ合

衆国における個別移行支援計画(I TP)の基礎が形成されたとされている｡ ｢移行｣という言葉を使用するなど

移行支援について考える際,この｢移行｣の概念について,今後,わたしたちなりに整理する必要がある｡

0　0ECD/CERI (経済開発協力機構/教育華新センター)と｢トランジッシヨン｣

トランジ'･ソションは,そもそも｢教育から社会への橋渡しをすることによって経済効率を上げて,障害を持つ

人々にかかるコストを減らす｣というねらいで, OECDが以前から関心を示していたものであるが,トランン

ヅシヨンと言うとき, OECDは次の4点を中身として考えている｡ ①自律と自立, ②生産的活動, ③社交関係,

地域参加,レクリエーションと余暇活動, ④家庭での役割履行｡これら四領域のトランジツシヨンサービス,つ

まり社会生活,労嘲生酒,地域生活,家庭生活という分野で成人になるという目標を設定して,そこに自立,余

暇の活用の問題,生産的な活動への参加などが位置付けられている｡

OECD/CERIia,移行を｢学校から社会生活への移行｣と意味付けている｡また, ｢青年期から成人期

への移行の全局面を包含した概念枠組み｣が不可欠とし,トランジソション･サービスを職業生活に限定せず生

活全体をとらえた｢縦断面における継続的･一貫的な支援｣と｢横断面における諸サービスの調整･統合化｣を

基本的な枠組みとしている｡

このトランジツシヨン･サ｢ビスの考え方は,後期中等教育,高等部教育の在り方に深く関係していると思われ,

将来の生活像実現を図るための具体的な取組に是非参考にしたいところである｡
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(2)わたしたちの考える移行支援

このように,わたしたちは｢移行｣に着目して具体的な取組を模索することにした｡

生徒が,学校で学んだこと,身に付けた力を,卒業後の進路先等で生かすことができるようにする

ためには,個別の指導計画を始めとする生徒に関する様々な情報が確実に引き継がれ,学校での指器

が生徒を取り巻く周囲の人々によって継続的に適切な支援として活用されることが望ましいと考える｡

これは,進路先等への情報の引継や継続的な支援を指し,このことによって生徒自身の力は卒業後も

継続して高まっていくのではないかと考える｡もちろん,在学中からも進路先と十分な連携を図って

おくことも大切である｡わたしたちは,このような支援及び生徒自身の力の高まりを｢縦への移行｣

と考えた｡

また,現在の生活が充実すれば卒業後の生活の充実にもつながるという考え方から,現在の力を,

学校生活場面だけでなく家庭生活,地域生活といった他の環境でも発揮できるようにする必要がある｡

わたしたち教師は,授業づくりの一連の手続きにおいて｢卒業後｣を常に意識しておく必要があり,

卒業後の生活と密接に関連する単元(題材)や指導内容及び学習活動の設定に努めなければならない｡

そして,学校での取組を情報として確実に家庭に引き継ぐとともに,生徒自身は,学んだこと,身に

付けた力を家庭生活や地域生活においても十分に発揮できるようになることが望ましいと考える｡こ

れは,家庭への確実な情報伝達や身に付けた力を般化させることを指し,このことによって,生徒自

身の持てる力の広がりや深まりにつながるのではないかと考える｡わたしたちは,このような支援及

び生徒自身の力の広がりを｢横への移行｣と考えた｡

｢移行｣の概念については,近年話題となっているいわゆる｢トランジッション･サービス

(Transition Services) ｣やI TP (Individualized Transition Program)の考え方などを参考に,

今後十分に検討した上で整理したいと考えているが,この縦と横,双方の移行を相互に充実させてい

くことが,わたしたちの目指す移行支援であり,将来の豊かな生活像を実現させることにつながると

考えたのである｡

産業現場等における実習

真剣なまなざ ��

しで,商品整理 �:ﾘ*ﾘ,(,Bﾈｧ�+X*(+�,b�

中!! �.��ﾘ*(.b��

卒業したら,どんな仕 

〇〇〇 倬h+X.h*H*�,��

今度は,どこに ��

行く?.I なに,食べる? ��ｨ�ｨ�｢�

行き先の確認と, 

ちょっとティータイム,I ��
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(3)よりよい移行支援を目指して

現段階では,移行支援の在り方について具体化させるまでには至っていない｡しかしながら,わたし

たちは, ｢移行｣について意識しないまでも,これまでの高等部の取組が移行支援そのものであったので

はないかと考える｡また,今次研究では｢移行｣に視点を当てて具体的な取組を模索した｡

i　ここでは,先に述べた｢縦への移行｣と｢横への移行｣を相互に関連付けた具体的な移行支援の取組

について述べていく｡

.ア　学校から進路先へ

実習先との連携を深める取組(産業現場等における実習の充実)

わたしたちが｢嘲くこと｣と｢余暇｣を大きな視点として,学習活動･内容を構成し展開してきた

ことは先にも述べた｡特に, ｢働くこと｣と密接に関わる指導の形態である作業学習は,高等部の教育

課程の中核として位置付けている｡ここでは,個別の指導計画を活用した産業現場等における実習(以

下理場実習とする)の取組を,在学中における移行支援の試みの一つとして紹介したい｡

作業学習を中心に教育活動全体を通して学習した内容を,事業所や福祉作業所,福枇施設及び校内

に設置した模擬作業所(名称:養護商会)で発揮し,卒業後の社会生活への適応性を体験的に高める

学習としてとらえるこの現場実習を,生徒一人一人が,高等部に三年間在籍する間, 5回ほど外部(校

外)実習を体験できるようにしている｡ (1年生のうちから校外での実習を体験できるようにしてい

る｡)

今回,わたしたちは個別の指導計画を始めとする様々な資料を基に,以下のような流れを踏まえて

各実習先との連携を深め,実習後の指導の充実に努めた｡ (図7)

手続き上の課題や進路学習との関連など不十分な点はあるが,今後も実習先とのよりよい連携を

深めるとともに,在学中からの移行支援の宿り方について本校なりに確立していくことを目指して

いきたい｡

ヒ.ニ ��仆8屍��刋ｙ�ｩ&ｲ�剪�
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学部会で審議 
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格や行動面の特徴. 劔��hｻ8ｪ�,�.h.傀H���
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図7　現　場　実　習　の　流　れ
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進路先との連携を深める取組(卒業後のアフターフォロー)

わたしたちは,卒業後のアフターフォローとして, ｢卒業生個表｣を作成し進路先に対して配布す

ることで　学校での取組を,確実に,円滑に移行できるように努めてきた｡ (図8)

この卒業生個表は,毎年卒業担任が年度末に作成するが,卒業する生徒の履歴や性格だけでなく,

在学中の個別の指導計画に示された内容を反映させることを重視している｡具体的には,生徒一人一

人が,卒業後も進路先において持てる力を十分発揮しながら,充実した生活を送ることができるよう

に,教育的ニーズやその生徒のよさやできること,学校で取り組んだ具体的な支援の方法といった様々

な情報を進路先

に引き継ぐことにしてい

る｡つまり,学校からの

情報が進路先でも生かさ

れ,よりよい支援につな

がるよう作成しているの

である｡

現在,進路先との連携

をより一層深めるため,

在学中の現場実習課題表

の内容を盛り込むなど

｢卒業生個表｣が進路先

でも効果的に活用される
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ための工夫を模索してい

るところである｡　　　　　　　図8　進路先との連携を図る｢卒業生個表｣の彩式(一部)

第4部においては,移行を踏まえた具体的な事例について述べてあるので参照していただきたい｡

参考までに,卒業後の生活への円滑な移行支援を図るためのアフターフォローの取組について紹介す

る｡

く垂垂直>
進路指導担当を中心に機会をとらえて個別的に訪問しフォローしていくものと,夏季休業中に

小学部から高等部までの全教官で行うものを実施している｡

前者は,進路先に直接訪問し,在学時からの目標は生かされているか,職場での様子,体調,敬

組の継続性等を伺うフォローだけでなく　電話での対応や来校される方と面談も行っている｡

後者は,学校全教官が卒業生の様子や社会的な要請等を知るとともに,卒業後の生活に対する理

解を深めることに役立てている｡

く室垂三三亘直垂>
学校や地域の施設を利用するなど一緒に余暇活動に参加する取組｡卒業してから3年間までの卒

業生,特に障害の重い方や余暇の場が少ない方を対象にフォローしていく｡

例)　｢水族館に行こう｣, ｢カラオケに行こう｣篭

イ　学校から家庭や地域へ

わたしたちは｢卒業後の生活を見据え｣て,具体的な取組を模索してきた｡ここでは,現宿の生活

を豊かにするための｢横の移行｣,つまり,学校での情報や取組を家庭や地域(ここでは主に産業現

場等における実習先)に伝える実践及び学校での学習活動を地域生活につなげていく実践について紹
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介する｡

家庭との連携を深める取組(保護者との情報の共有化)

学校で学んだことや身に付けた力の定着を図ることは,家庭生活や地域生活においても発揮できる

ようになることにつながり,教師と保護者との信頼関係を深めることにもつながる｡わたしたちは

まず日ごろの学校の取組を確実に伝えることを重視した｡
'○　週報と併せた『今週の学習計画』の配布

毎週月曜日に学級で配布する週報に加え,一週間の学習計画表と各指導の形態のグループにお

ける学習活動内容を明確に示し現在の学校での取組が家庭にも分かるようにした｡

○　題材(単元)ごとの『各グループの学習計画』の配布

題材(単元)の始まりには,各グループの学習計画を配布することにし,保護者への情報提供

彊 だけでなく,学校から家庭でも具体的に取り組んでほしいことなどを示すようにした｡
これらの取組により,従来よりも学校での学習活動を家庭でも実際に取り組む保護者が増え,学校

でどんなことをしているのか一目で分かるといった保護者からの評価を得た｡スケジュールに対する

不安を取り除くことができた生徒も増えたことも成果の一つであるが,何より学校での学習活動に対

する保護者の意識が高まったことや教師と保護者との連携がこれまで以上に円滑に行われるようにな

ったことは大きな成果であろう｡しかし,これらの取組の本質的な意義は,単に保護者の理解を得る

だけでなく,生徒一人一人に対する実践の評価について,教育相談等を通じて保護者と共有し,お互

いに共通理解できることにある｡そして,課題の確認や見直しなど　教育的ニーズの精度を高める上

で重要な手掛かりを得ることにもつながることから,今後も充実させていきたいと考える｡

地域生活への広がりを図る取組

地域の人々と触れ合う,社会的な生活技能を獲得するなど　学校での取組を地域生活へ広げるた

めの要素はいくつか挙げられるが,ここでは, ｢将来の豊かな生活線｣の具現化の一つとして掲げて

いる｢余暇の充実｣を図る具体的な取組について紹介したい｡これらの取組は,生徒自身のよさや

できることを生かしたり,もうすぐ社会人になることを意識したりすることにもつながっており,

今後更なる充実が求められる｡

表1　余暇の充実を図る取組の概要(例)

総合的な学習 們���檍,X,ﾈｾ��ﾉ4�,葵�:�/�,ｨ+X,Bﾉ�hｨ�,ﾈｦx�/�mｨ輾+x,h,h.�,陳�社会や他者とのかかわりを通して,社会と自分とのつながりに気付 

｢公共施設の利用｣ �*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.�+�,h/�皦,�,ｸ.x*(,h+X,H*(.��ｹ�i6ｸ齷�r�

が調べたり計画を立てたりする経験を通して,買物経験の拡大や公 

共の交通機関.施設等の利用など余暇活動の広がりを図っている｡ 

音楽.美術 �����檍,��x.｢ﾉgｹZ�,��x.ｨ.池xﾆ��/��ﾘ.(+x+ﾘ-�,鎚�9>�,ﾉOﾈ���館などの展示会を見学する機会や｢わくわくコンサート｣として学 

校に演奏者を招き,生の演奏を耳にする機会を設けている. 

株健体育 �(8ﾈ4�8ｨ4x�ｸ5h8x99�ﾈ斯8,X,ﾙ�xｽ�,疫ﾘ恫ｨ�:�,�,(,�*ｨ.��胃�/��設定.｢チャレンジ体育｣では地域のスポーツ大会出場を視野に入 

ねた取組を展開している｡ 

(文責:倉内　陸)
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4　実践例(国語Bグループの授業づくり)　　　　　　　　

ここでは,授業づくりの実際における集団化した学習計画である年間指導計画と個別の指導計画

を生かした授業づくりから評価まで(下図の網掛け部分)荏

ついて,国語Bグループの例を示す｡

(1)個別の指導計画と授業づくりの流れ

文中の吹き出しは資料作成の段階

で担当者間で話題に挙がったことや

大切にしたいこととして共通理解し

たことの紹介です｡

学校.学部数青白藤一i 

;詰一一一一一一一一一一一一一1個別の指導計画(様式1)i 

学習グループ編成十一一｢一丁前一一; 劔� 剪�
II i年:; 劍ｧyYH7��ｸ6X4(984���%9D8ｭH,ﾉ�(+Xﾘx*"�

ねらい.目指す授業像 劔II 一一一一一一一十度言 lI lI 合い):のノ! 剪咽9�2���(修正) 

i(担当間の話 劔剪�心 

年間指導計画の見直し 劔ll 一一一一一一十取十 ll ｢---｢組ii 剏ﾂ別の指導計画(様式1,2) 剪�

i 亦�

i単元.題材ごとの指導計画上一十日 劔劔1保護者 

授業づくりミーティングI(設計) 劔剪�

ニーズとの関連,指導内容,具体的支援の明確化 

授業実践 

授業づくりミーティングⅡ(展開) 

i授業づくりミーティングⅢ(評価) 

個別の指導計画(様式3) 

教育柏談 I 

図9　授業づくりの流れ

(2)授業づくりの背景

年間指導計画作成

ア　国語Bグループについて

国語は, A, B, Cの3つのグループに分かれて学習している｡このグループ編成は年間を通

したものであり,学年で分けるのでばなく,生徒の実態により編成している｡学年が上がるに伴

い,グループを移っていく生徒もいるが, 3年を通じて同じグループで学習する生徒も少なくば

ない｡

高等部では,数学も同じグループ編成をし, 2単位時間連続で｢国語･数学｣の時間とするこ

とが多い｡例えば, Bグループは学習内容が細切れにならないように連続して国語をし,次の｢国

語･数学｣の時間は連続して数学の学習をする｡ Cグループでは多くの題材に取り組み,できる

だけ多くの内容を網羅できるように1時間を国語,もう1時間は数学というように,各グループ

の計画で国語と数学の学習を進めていく｡
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表2　国語･数学グループの概要

●
､∧

大まかな生徒の実態 ��i6ｹ�B�教官数 

A 僖i&ﾙlｨ,X,ﾈ攣��*ｩ�ﾘ*�<�,侘)¥ｨ,ﾉGｩ{h/�Tｹwh,h+x.��i6ｲ�9名 的kﾂ�

B 傚�*ﾘ+�,h.)<x-�+�,h,仆ｹj�,ﾘ*�.�.�,ﾈ,ﾉ.�(X*ｩ>�+X*ﾘｮ��)4倬hﾘ��9名 �9kﾂ�

の習得が課題となる生徒 

C �9w�*ｨﾘ(*ﾒﾈｮ��)4倬hﾘ�,ﾈ�;�,ﾘ,X*ｸ,H*(.�*｢ﾉ�hｨ�,��h*�+x+��7名 �)kﾂ�

とや生活をより豊かに広げていくことが課題となる生徒 

今年度のBグループは, 1年生1名, 2年生4名, 3年生4名の計9名である｡ 9名の能力差は

大きく,平仮名を完全には覚えていなかったり,片仮名を知らなかったりする生徒から,文章や本

をすらすらと読み内容を把握したり,目的に応じた簡単な手紙を善いたりできるような生徒まで実
｣に多様である｡読み書きの力が比較的高い生徒でも,学習態度や指示待ちの姿勢等課題があり, C

グループではなく,このグループに在籍している場合もある｡

また, 9名のうち, 1年生を除いた8名全員が昨年度もBグ

ループである｡

前年度の取組から

国語が指導場面ではないけれど,

基本的な学習態度を身に付けること

は大事!教師も生活年齢相応の接し

方を心掛けないと, ･ ｡

一昨年度の書くことばかりに終始したという反省を受けて,昨年度は｢話す･聞く｣ ｢書く｣ ｢読

む｣活動を1回の授業に取り入れるようにした｡その中で,特に｢書くこと｣に意欲が高い生徒た

ちだったので,ワークシートで,単語を正確に書くことや助詞の穴埋め等の課題を繰り返すこと,

まとめとして手紙を書いて伝えること等に取り組んだ｡単語は, 2-3音節で構成される身近なも

のを取り上げ,正確に書けるものが増えたり,手紙のやりとりをする中で書くことに対する意欲は

さらに高まったりした｡しかし,同じ単語ばかりを繰り返す結

果となり,請いを増やしたり,書ける単語を増やすという点や,

特殊音節の表記等に関しては課題が残った｡また,手紙を書く

ことやもらうことをとても楽しみにしたが,文を書くことは難

しく,柏手や内容を意識したまとまりのある文章とは言い難い

ものであった｡

手紙文を書くことにはすごく意欲 

的だけど,押さえるべき基本がある 

はずo二語文でもいいから主述の関 

係をしっかりと押さえて伝えること 

ができればいいですねo 

ワークシートは,一人では難しい課題であっても,意欲や達成感の面を配慮し,教師の支援を受

けながら正答できるようにし, ｢O｣をつけて返すようにした｡授業後は,家庭に持ち帰り,学校

での取組が伝わるようにした｡学習内容を理解し,家庭でも同じようなことに取り組む保護者もあ

ったが, ｢O｣のついた問題は一人で確実にできるものと思い

込んでしまったり,問題の扱い方や取り組み方が分からないと

いう反省点もあった｡

ウ　ねらい(国語Bグループ)

ただ,宿題を出すだけじゃなくて 

問題の意図や問題を解く手順を保護 

者にしっかり伝えるこーとが大事です 

ね｡ 

r　国語科では,生徒の生活に目を向けること, ｢聞く･話す｣ ｢読む｣ ｢書く｣という内容構成の観

点,及びその内容を踏まえることが大切である｡また,高等部の研究の視点である｢卒業後の生活

を見据える｡｣ことも大切にしたい｡これは,学校で身に付けた力が家庭生活や地域生活で生かさ

れるものであること,卒業後も生きるものであることを指している｡
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以上のことを踏まえてねらいを次のように設定した｡

○実態に応じて平仮名,片仮名の読み.書きや拗音,濁音の表記ができるようにするo 

○実生活で用いることの多い単語を取り上げ正しく表記したり,簡単な文に表したりでき 

るようにするo 

〇本の読み聞かせを通して,聞く力や段落を読みとる力を高めたり,日本語のリズムや本の 

内容を楽しむことができるようにする. 

○主述の関係を意識して文を作ったり,発表したりできるようにするo 

このように,単語の表記や文を作ったり発表したりすること

などの基礎的な力を身に付けることは,生徒の言語活動を豊

かにし,身に付けた事柄をいろいろな､場面で発揮したり,応

用したりすることにつながっていくものと考える｡

生活に生かす,卒業後の生活を 

見据えるということと基本的な内 

容を押さえることは対嶋する考え 

方ではないのですo 

エ　目指す授業像から

高等部の目指す授業像を受けて,学習活動を組み立てる際に次のようなことを大切にしたいと考

えた｡

◆今何をしたらいい ��

のかな?次は何かな_. 

i踊醗Q7-- ��

◆自分でしょう. 

考えよう○ 

1､､11111.ii劃醤 ◆これが苦手なんだ ��

よな.二〇頑張ろう! ��

-◆やったあ○できた○ �"�

オ　年間指導計画

国語の時間の学習活動の流れを作り,生徒が自分の学習課題を意

識できるようにする｡ 【学習活動の流れの例:本の読み聞かせ-文

作り　-学習課題の提示-　ワークシート(グループ別学習)】

学習の準備や話を聞く態度,あいさつなど適時指導し,自分が今す

べきことを生徒が意識できるようにする｡

生徒の興味･関心や生活から教材を選択し,教材内容に主体的に

かかわったり,課題についてイメージしたりしやすいようにする｡

グループ別学習の繰り返しや,つまずいているところを教師がき

ちんと指摘することで　自分の課題に気付き,主体的に活動に取り

組むことができるようにする｡

自分で考える場,発表(賞賛)の場を設けたり,ワークシートで

のグループ別学習では　随時正誤答を評価し返すようにする｡また,

自分に合った早さで課題に取り組むことができるように問題やワー

クシートなど多めに準備するようにする｡

年間指導計画は,前年度の年間指導計画を基にして新しいグループ編成やそのグループにおける

教科のねらいを受けて作成する｡ (次ページ-,表4)年間指導計画作成に当たって次のようなこと

を大切にしたいと考えた.

題材のくくりを大きくとらえて, 

じっくりと取り組みたい○題材の 

中心的な学習内容に対する実態把 

握は正確に行いたい○ 

生活年齢一発達段階どんな生徒に 

も読み聞かせは大切○生徒の興味を 

引くものであれば,絵本の読み聞か 

せもどんどん行いたい○ 
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毎時の学習課題はグループ共通だ 

けど,ワークシートは複数枚準備し 

て一人一人自分にあったスピードで 

自分にあった物に取り組ませたいo 



表3　国語Bグループ年間指導計画

(3)授業づくり

月 �%�ﾋ9kﾂ�倡y;�mｩUy9��

4 5 6 7 9 10 ll 12 1 2 �(齪ﾌ���樓2���ｸ*囲ﾘ*(,冲i$(.)�i�h,ﾈ5H4898�-�/�+x.停�○自分の好きなことを話したり.柏手の好きな話を蹄かに 
※｢絵本.童話.物語｣ ��ﾂ�������������闘いたりすることができるようにする｡ 

※本の読み聞かせを通して,言葉のリズムを楽しんだり, 

物語(内容)を楽しんだりできるようにするo(毎時繰り 
返し行う.) 

｢言葉遊び｣ ��○言葉遊びを通して諾いや音節分解.文字の表記などの実 
態を正しくとらえる○ 

○仲間集めやしりとり遊びなどを通して自分で考え.ワ- 
クシートに記入する流れが分かるo 

○｢○○は△△です○｣というように自分で物や人の特徴 
を考えて発表できるようにするo 

｢文章を読もう.作ろう �2�○短い文章や短い童話などを読み.登場人物を押さえたり. 

内容を大まかに理解できるようにする. 
○身近な出来事を.｢いつ｣｢だれが｣｢何をした｣といつ 

た流れに沿って発表したり.書いたりすることがで5.助 

詞の使い方に気を付けて二語文,三語文を作ることができ 
るようにする. 

○自分の感情を交えて文章を作ることができるようにす る○ 

｢自分の思いを伝えよう｣ 凵尢v点を押さえて自分の意思を相手に伝えたり.話したり 

(発表.電話,日記. 凾ｷることができるようにする. 

手紙. �9鋳�����������○相手の話の内容を正しく聞き取ることができるようにす 

る｡ 

3 劍�ｸ齷Zｨ,ﾈ�8輊/�[h�,YUﾈﾋｸ+X+ﾘ.り訷鑄/�･�*(+ﾘ.�+x.�+��とができるようにする○ 
｢まとめ｣ ��〇一年間の学習を振り返り.実際的な場面でこれまでの学 

習の成果を生かすことができるようにするo 

個別の指導計画から(国語科に関して)

ア　様式1 ･ ･ ･領域別の優先的に取り組む課題である教育的ニーズから

高等部では,様式2の重点指導課題のみではなく,様式1の教育的ニーズ全般を授業に生かす

ように取り組んでいる｡そこで,教育的ニーズの中でも,国語の学習内容と関連の深いもの,揺

業で直接的に扱う内容について挙げる｡表中の◎, 0, △ia,

育的ニーズ集約の,国語が重点指導場面になっているもの

が◎,指導場面になっているものが○であり,また,特に固

　話が指導場面としては上がらなかったものの関連の深いもの

　を△として表記した｡ (表9　　教育的ニーズ一覧表　参照)

授業に生かすことが大事○そのた 

めには,絞り込まれた重点目標だけ 

ではなくて,全体像.または領域別 

の課題(ニーズ)を受けて授業づく 

りをしていきたいですね○ 

表4　　｢国語にかかわる教育的ニーズ｣

領域 仆8孜4�6ｨ�ｸ5��S.Si �2�5��千.M �����M"T ���2�M,K 挽萪�M.S 

コミュニケ ーション �8輊/�6�*h.�+�,b�○ ���㊨ ��○ ��ｲ� ���○ 言葉遣いやかかわり方 �� �� ��"� ���㊨ ��

困ったときに伝えること ��ｲ� �� �� �� ��

質問に対して適切に答えること �� ��◎ �� �� ��

語.数量 舒��)4�,逢y|ﾘ,ﾈﾏﾈ�8/��ﾘ.�+�,b�㊨ ��㊨ ��㊨ ���㊨ ���◎ 生活に生かすこと ��� ��㊨ �� �� ��

文字の苦手憲誠を軽減すること ��◎ �� �� �� ��

家庭生活 ���(,ﾉ>�vX/�ﾋ駢H.(8�8(,Y6�*h.�+�,b� �� ��� �� �� 

地域生活 仗�ｨ,ﾉ_ｸ,h檠�(/�ｧ�+X-�+�,b� ��"�○ �� �� �� 

職業生活 兩�ﾙ�ﾉ��xﾒﾉ�ｩ&ｸ/�+x.�+�,b�○ �� ��ｲ�△ ��"� �� 

よく聞いてから取り組むこと ��△ ��○ ��○ �� ��
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イ　様式2 〟 , ･最も優先順位の高い教育的ニーズである重点目標から

表5　　｢重点目標と主な指導の場｣

節 倩�kﾂ�重点目標 倡y;�,ﾈ�｢�

･3 年 �2�6｢�･得意なスポーツを通して,自信を育て,いろいろな場面で積極的に行動し ��ﾈ屍�たり,かかわりを広げたりすることができるようにする �4�8�7R�

S.Su 唸�&8,ﾈ耳醜,h+X,Bﾈ+ｸ,ﾉ(h,X*ｸ-ﾈ.�.)o���/�荿.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��家庭.日生 

F.M 唸耳,(,ﾈ+�,h/�*ｸ-ﾈ.�/�荿,�,Hﾗ9:�,X*ｸ.��全般 

0.A 唸齷u(鳧ｭH,乂�+X-�.乖�:�/��ﾘ.(+x,h,h.�,鎚ｨ�:�/�,ｨ+X,I�ﾈ,ﾈ*�*�.ﾘ.�/��休み時間 

深めることができる 俥ﾈｼhｧx��

2 午 挽蕋�･いろいろな場面で自分の意思をはっきりと相手に伝えることができる ��9L｢�?ｩ�b�

A.S 唳�ｨ訷,ﾉ�(+y>�vX/�yﾘ��+Rﾈ齷Zｨ,ﾈ�8輊/�,ﾘ,�*ｸ.�,i6�*h+ﾘ.な齷Zｨ,Xﾖﾈ*b�日生 

て行動したりすることができる 俥ﾈｼhｧx��

M.K 唳�iG�.)ti$(,ivﾈ��,掩)��,�,(*(,I[x*(+ﾘ.に)ｩDｨ,依駢Hﾊﾘ*(,Xｧ�+X*ﾙ�(+R�日生.体育 

たりすることで会話が増え,一緒に楽しく行動することができる 俥ﾈｼb艱)9��

M.M 啝)�Y�ﾈ,h+X,H,ﾈ7ﾘ6��ｺ8*ｩZｨ*�.な笹Y�/��8+x,h*ｸ.)�磯h,ﾈ,h*ｸ,ﾉo���/��日生.家庭 

守ることができる 

1 挽�2�･｢自分のことは自分でする｣という意識を高め,衣服の着脱に伴う活動が �?ｩ�b��i%��

午 剋ｩ分で確実にできるようになる｡ �i.ｲ�

上の二つの表から,題材ごとに指導計画を立てる際に指導内容の配列に直接反映したり,国語科

で何らかの取組が求められたりしていることとして,

○　基礎的な学力の向上(文字そのもの･表記の定着,単語の表記等ととらえた｡),言葉遣い等

○　自分の気持ちを伝えること,正しいあいさつや報告･連絡,相談,メモ(文章)に表すこと等

を取り上げた｡個別の指導計画様式1については,今後もさらに授業づくりミーティングで単元･

題材の具体的な支援を話し合う際の資料として活用していく｡

(4)単元･題材の計画作成

題材名｢文を作ろう｡｣　期間　平成14年9月～12月

ア　ねらい

本グループの生徒たちは,伝えたいという意欲が強く,友達や教師に対して自分から話し掛け

てやりとりを楽しんだり,簡単な事柄であれば用件を言葉で伝えたりすることができる｡また,

文字や文章に対する興味も高く,ほとんどの生徒が平仮名を一昔ずつ清音で表記することができ

る｡教師に手紙を書いたり,家庭で日記を書いてたり,自分なりの方法でメモを取ったりするこ

との好きな生徒もいる｡一方で,改まった場面になると質問に答えたり,発表したりすることに

苦手意識を持っていたり,緊張して思うように伝えられなかったりする生徒や単語を表記しよう

とすると清音で構成される言葉であっても正しく表記できなかったりする生徒もいる｡

生徒たちはこれまでの｢言葉遊び｣の学習で,文を自分で作っていく前段階として色や形などの

物の特徴を自分で考えることや回答をワークシートに記入する授業の流れを理解してきている｡

その中で連想する言葉をリンクさせたり,仲間集めをしたりなど楽しみながら使える言葉や文を

増やしてきた｡しかし,ワークシートに記入する際には,書くことへの苦手意識や単語の表記の

間違いが多く, ｢書くこと｣について課題を整理して取り組む必要性が明らかになってきた｡

このような実態から年間指導計画の｢文章を読もう,作ろう｣を｢文を作ろう｣と改め,主遇

からなる二語文を正しく言葉や文で表すことや2から3音節からなる単語を正しく書き表すこ
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ど,その中で拗音や濁

普,促音の表記の仕

方に慣れることをね

らいとした｡

授業づくりミーテ

ィングI (設計)

生徒一人一人の教

育的ニーズ集約表(表
-9参照)及び,表

-6を基に担当間で

ミーティングを行い,

中心的なねらいであ

る｢書くこと｣に関

する一人一人の実態

を挙げ,一斉指導と

ワークシートを中心

にした個別の学習を

取り入れて本題材の

中で重点的に指導し

ていくこととした｡

表6　授業づくりミーティング資料
単元･題材ごとの指導計画
題材名 (単元名) 兌h/�ﾞﾈ.ｸ*FﾈｯｨｭC�佇簽�(ﾈ��

ねらい ��ｸ皦��*�.x,�.�?�ﾎｩ[h/��8+X*ﾘﾋ駢H.)[h,YUﾈ+x+�,h*ｨ,X*ｸ.���02から3音節からなる単語を正しく書き表すことができる. 

○拗音や濁音,促音の表記の仕方に慣れる. 

主な学習 ��

形態 偃X,逢x�ｨ�:��儖Xﾖﾂ���

全体で ��gｸ,ﾉ�ﾘ､x.)�xｽ�,因�磯h,ﾈ､x/�ﾊ�,Bﾊ(�ｸ�ｲ�丶ygｲ�

が△△しているo｣と表現するo 剔}絵のコピー 

(I)絵を見て言葉で表す○ 剴� 

計画 剪�"兌h鬨,YUﾈ+v���Z｢��8��ｸ4�5h�ｸ6r�

総時数 凾ﾌ学習 グル �)[h鬨4ｨ�ｸ6�/�¥�-x,I%�ﾎｨ/�ﾞﾈ.乏�丶x4ｨ�ｸ6��･濁点に気を付作る○ 剔�_カード 

(20)時間 劒Yﾕ��,亢8/�WH*�,Hﾞﾈ.��ｲ�兌ﾘ嵋kﾈ4ｨ�ｸ6��8��ｸ4�5h�ｸ6r�
･促音に気を付けて作る○ 
･長音に気を付けて作る015分 

32から3音節からなる単語と動きを表す単 
語を合わせて文を作る. 

プで 嫡貯�H尨,X,X*ｸ,H*(.�%�ﾎｨ/�Uﾈ+z��

学習 茶"�<�鈺尸��/�ｭﾈ-�%�ﾎｨ/�Uﾈ+x�ｲ�
(3)単語を組み合わせて文を作るol0分 

※授業を展開する際は毎時1-3の学習活動 
に取り組むようにするo 

名前 �7��ｸ6X4(984�ﾉ��

M.班 (1年) ��

本表は,(2)(3)で述べてきたこ とを基礎資料として担当教官が作 成し,授業づくりミーティングの � 

M.T ��劔 

(2年) 劔資料とするo 

指導に当たって(授業づくりミーティングで明らかにしたこと)

ミーティングIでは,一人一人の課題を｢表7｣のように整理し,個別の学習の際のグルーピ

ングや一斉指導の際の座席等を決めた｡グルーピングに当たってば　課題の類似性だけでなく,普

段の学習態度や友達とのかかわりの様子なども参考にしながら,担当者数と同じ三つのグループを

作った｡そして,このグループの担当が,一人一人の課題に沿った個別の学習の計画,その後の実

践の記録や評価を行っていくことの確認や具体的な支援について整理した｡

表7　｢書くこと｣に関する実態一覧(一部抜粋)

列♭ザ名 剋ﾀ態,ニーズとの関連 

2 �2�6｢�a:平仮名の清音はほぼ表記できる○片仮名は3分の1程度○拗音.濁音は不完全｡ b:拗音や濁音,促音がなければ正しく表記する 
ことができる○ 

C:絵を見て｢○○が△△してる○｣と自分で考 �(��*ｹUﾈ+x,h*ｸ,ﾈｭH��*(,ﾙ�ﾘ*(.b�

えるが文に表すときに脱字が多い○ �,ｺ�:(ｭH��*(/�轌4X+8.ｨ+ﾘ,h*ｸ,�,r�+�/�/��8+X,I|x*(*俑ﾉy�+x.�+�,h.���ﾘ*(�ｺ:(齷Zｨ,ﾈｧx�攣��/��8�+8+��.�+�,h*ｩ�Y��+�.h,ｸ�ｺ2�

1 挽�2�a:平仮名,片仮名は清音だけでなく拗音,濁音 も正しく表記できるo 

b:初めて聞く単語でもほとんど間違えることな 

く表記できる｡ 

C:絵を見て三語文で説明したり,文で表したりすることができる○ 
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具体的な支援の例(グループ全体に対して)

目指す授業像から
O　｢本の読み聞かせ一文を作る-単語を作る-ワークシートに書き込む｣という流れを作り,

今すべきことを生徒が意識して学習に取り組むことができるようにする｡
〇　本の読み聞かせや文を作ったり,文字カードを並べたりする学習には,全員で取り組むこと
で,発表する際の態度や人の話を聞く態度を身に付けたり,自分でしっかり読み返してから(考

えてから)発表する習慣を身に付けたりできるようにする｡

様式1から

○　始業前にファイルや筆記具の忘れ物について自分から報告することができるように言葉掛け
やヒントを与え,できるだけ自分から報告できるようにする｡

○　学習中の言葉遣いや発表の際, ｢です｡｣ ｢ます｡｣と語尾まではっきりと伝えることの意識

付けを図る｡

(5)授業実践

ア　授業例1　9月〇日　△校時

過程 偃X,逢x�ｨ�:��指導上の留意点 儖Xﾖﾂ�

導入 ��跖-�,ﾈ*�*(+8,(/�+x.停�)gｸ,ﾉ<x-ﾙ[x*�+�/�[x*ｸｧ��･登場人物や言葉などについて,分か 冏ｲ�

しむ. �.�.(+x*ﾙ��k�+X+ﾘ.に:鞐ﾈ/�ﾏ�*h+ﾘ.��+x.�+�,h,Rﾉgｸ,ﾉ>�vX,仆ｹj�/�鰄,(+��,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.停�

展開 �9[h/�ﾞﾈ.停�･挿絵を拡大した絵カードを見せて｢こ ��ﾘ､x,ﾂ�

(1)｢○○が△△しているo｣ �.ｨ,ﾘ+�.｣�:(巉/�+X,H*(.宙,x*H+X,B�コピー ワーク 

という二語文の定型の文を �.駐�8,�,x,h�n(+RﾉJﾙUﾈ,X*ｸ.�.b�

作りワークシートに記入す �*H,�+x.薬�

る｡ 4本時の学習 唸8��ｸ4�5h�ｸ6x,�(�ｸ�ｸ*ｨ�(�(+X,H*"�

る｡｣と記入させるo進度の速い生徒に は違う絵を見せたり,｢○○が□口を△ △している｡｣と三語文の表記まで取り 組むようにするo 乍ろう.i ･黒板に絵カードと濁点を抜いた文字 �5h�ｸ6r�､x4ｨ�ｸ6��[ﾘ嵋kﾈ4ｨ�ｲ�

｢◆｣や｢e｣のつく言葉を4 

(1)濁音の付く言葉を探す. 

(2)平仮名カードを並べて �4ｨ�ｸ6�/�¥�-x,HｭH��*(,亢9WH*�+�+ﾘ.つ�

単語を作る. 5絵を見て名前を書くo �6X8ﾈ7(.(784�6ﾘ,�,x,��y5�,ﾈ4ｨ�ｸ6�/��

張っておいて言葉を探したりさせる〇 ･2から3音節でできている物の名前 �6��
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を書く活動をグループに分かれて行う

ようにする｡

菩いたら自分で読み返すことを意識

付ける｡

書くことができたら｢O｣や｢×｣

など朱書きをし,間違えたところを分

濁点カード

6　本時の学習を振り返る｡

7　終わりのあいさつをする

表8　　｢授　業　記　録(担当者の記録を墓に整理した)｣

氏名 �#ｩ<x-ﾙ[x*��+�/�[x*ﾒ��3ｩ[h/�ﾞﾈ.��釘�.依駢I%H+R�釘�"兌ﾘ嵋kﾈ4ｨ�ｸ6��,Xﾋ駢H/�ﾞﾈ.��鉄ｨ､x/�ﾊ�,Ikﾉ��/���*ﾒ�

M.丁 ��ｲ�よく理 ���｢○○を｣など対象とな ��"�聞けば ��ｲ�足りない文 ��ｲ�ほぼ全問正答o 

解してい る 凾驍ｱとばを入れてのいくつ _7511:i_?_TE._______________ よく知っている単語を便 剴嘯ｦる. 剋嘯ﾜで把握で きた 

A.S 尼�机に伏 飛�����ｲ�6ﾒ�発表 ｢テレビ｣ ��ｲ��"�平仮名を正 ��ｲ��"�何の絵であるかが 

せたり. 凾ﾂて文を作る○内容は闘い 劔しく並べる○ 剳ｪかり.ほとんどで 

耳をふさ 凾ﾄいるよう. 劔濁点.半濁 凾ｫる○ 

いだりす 剳ｶの書き取りは苦手で. 劔点は不確実○ 劼ラ｣が書けずに 

ることが 剋nめから｢教えてください｣ ､_ー｣一 劔凾謔煢H3- 

多く練習してきた ものは正確に表記さ 

△ �.ｨ-�8,�,x,b�A 

千首 �� ��"�の生徒も自信を持って｢笑 �(7�5ﾈ5(9::(-ﾂ�刄Jードを並べ 凾黷ﾄいた○ 

活動 劔つてる.｣｢食べてる○｣な �,z8,�,x+ﾘ*ﾒ�凾驍ﾆまちがい 剏�嘯ﾉ関しては. 

の 劔ど言葉に表すことができたo �+8/�,ﾈﾋ駢H/��凾ﾅあることは 劼さかな｣を｢なか 

評価 劔言葉に表すことはできる 侈儻H*�+ﾘ�ｲ�刹C付いた. 凾ｳ｣｢さな｣と表記 

が.表記することが難しぐ 劔しかし.渇 凾ｷるなど.構成する 

ワークシートへの記入と指 劔点や半濁点を 刮ｹ節は理解できてい 

導で時間が掛かってしまつ 劔付ける位置は 凾驍烽ﾌの文字カード 

た. 劔確実でない生 徒が多かつた○ 凾�ﾀべるときより. 倒置や脱字等が目立 った. 

イ　授業づくりミーティングⅢ (展開)

数回の授業を行い,上記のような学習活動の評価を受けて分析･考察し,授業のねらいや流れ,

グルーピングを調整した｡

◆...? ��

-. 

絵を見て言葉で説明することに

は,全員興味を持っており,発表

の中で多くの言葉が自然に出てく

るようになってきている｡

しかし,それを書き記すことは

まだ難しい｡ (｢文を作る｣活動と

｢単語の表記｣の混在)

正答･誤答の違いは,昔節数,

ずるものではなかった｡これま

で,より多く練習してきたもの

が正確に表記されていた｡

-lil-

｢将来のことを考えると,文章を 

書くことより,主逆のしっかりし 

た二語文.三語文で話すことつて 

大事だよねo｣｢それに発表だけだ 

つたら,もつと楽しめるかも..○｣ 

｢書く活動はグループごとの学習 

のときに集中的に取り組むように 

しよう○｣ 

清音,特殊音など問題の難易度の応

｢新しい単語でも少しずつ書ける 

ようになってほしいね○｣｢どんな 

単語を取り上げるかピックアップ 

しようか｡｣ 



i.田園 ◆先生,片仮名が ��

難しくて書けないiよ上 

誤答に関しては, ｢さかな｣を｢なか

さ｣ ｢さ恵｣と表記するなど構成する

音節は大体理解できていても,倒置や

脱字等が目立った｡

書いたものを自分で読み返すとき

に,正確に読み,間違いに気付く生

徒もいたが,一昔一昔正確には読ま

ず, ｢あむし｣を｢あおむし｣ ｢あし｣

｢まず,清音の文字カード

を使った単語づくりに繰り返

し取り組むようにしよう｡｣

｢立食エー妄言な＼ 一日一日正石に調ま接し 

と間違いに気付けないよね｡｣ 

｢もう少し読む.活動も取り入 

れようか○｣ 

と既知の単語で読んでしまう生徒も多かった｡

生徒が教室.で見付けた濁音,半濁

音を含む単語は,片仮名で表記する

ものが多く,平仮名と片仮名が混在

したことにより正確に表記できなか

った｡

｢片仮名の表記は必ずしも申 

心的なねらいじやないよね○｣ 

｢事前に平仮名で表記するも 

のを探しておこう○｣ 

ウ　授業例2 11月〇日　△校時(例)　　　　　　　　　※　授業例1からの変更箇所を中心に

過程 偃X,逢x�ｨ�:��指導上の留意点 劔OXﾖﾂ�

導入 �)gｸ,ﾉ<x-ﾙ[x*�+�/�ｧ�+X-踉� 劔gｲ�

展開 �8､x/�ﾊ�,I[h/�ﾞﾈ.停��"俥ﾈ,�+ﾙ[h/�自�ﾈ自�ﾉ�2�･生徒の発表を板書し,文法の間違い 劍､x4ｨ�ｸ6��

確に読む. 4本時の学習 �,亢9WH*�+�+ﾘ.にL(��+X+ﾓ(*�.s9[b���*�.x,�.兌h�/��ｨ,偬�+X,I<x/�+�.��+8+�.薬�7籀6X4*B�

グを受けて｢書 

ーカードを並べて文を作ろう oI 〟 凾ｭ｣内容を切り離し,｢話す｣ 活動｢読む｣活動として再 構成したo 

(1)50苦衷から平仮名カード を探して単語を作る○ 
特殊音節の表記はグループ別の学白 で一人一人に応じて取り上げることと ��

(2)全員で正誤答を確かめ る0 5グループごとに文を作る. �+Rﾈ+�+�,X,ﾘ尸��/��8�+X,H4ｨ�ｸ6���8+X*ﾙ¥�-x.乂x�,偃h.��x-粐�

終末 度�.ﾘ.�,ﾈ*�*(+8,(/�+x.乏� 剪�

(6)授業づくりミーティングⅢ (評価)

ア　本題材の中心的なねらい,教育的ニーズに関して

グー聯名 剿{題材の中心的なねらいに関して 刹ｳ育的ニーズに関して 

2 �2�6�� � 

1 挽�2� �7��ｸ6X4(984�/��8*�,I:ｨ��,ﾊ(��*ﾚ8+�,i(i�8,ﾉ�胃�*�.rﾈ皦�8,ﾈ+X,�*�.����
した二語文.三語文の形で文を作り,発表することにも取り組んできたo従つ 

てここでの評価も,取り組み頭書の課題に対するものとは若干異なってくる. , 

3 �2�7R�○絵を見て 劍麌+8,��

｢○○が口口しているo｣と自分 ��ｹ[h鬨/���*ﾘ+�,h,�.�(/��

で考えて発表することができた○ 凾ｭなり,課題に自分から取り組む 

○清音三音程度で構成される単語であれば, 新しい単語でも自ら書くことができるように なったe 剽l子も見られたo 
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イ　教師の支援に関して

学習活動の設定について

○　導入時の読み聞かせ　-　楽しみにするようになり後の学習へスムーズに取り組めた｡

○　文を作って発表　　　-　読み聞かせした本の内容に沿って文を作って発表する活動を繰り返

すことにより,より集中して聞き,内容も理解しようとする様子が

見られた｡ ｢誰(価)が,どうした｡｣という定型で作文すること

を繰り返すことで,楽しみながら発表することや文を自分で考える

時間が確保できた｡

○　文字カードを使った　-　一昔一昔に注意しながら順序を考えて言葉を作るようになったり,

単語を作る学習　　　言葉を音節に分けて考えるようになってきた｡また,自分の答えを

読み返す習慣が定着してきた｡

学習形態の工夫について

○　実態に応じてグループ編成することにより, ｢待つ時間｣を減らし,グループのメンバーが間

違いやすい箇所の説明や個々の指導を十分にできるようにした｡さらに,課題を解決できた生徒

はより多くの課題を解いたり,内容を深めた課題に取り組むようにし,実態に応じて自分に合っ

たペースで平仮名,片仮名の読み･書きの表記や文作りの課題に取り組むことができた｡

目指す授業像から

○　国語の時間の学習活動の流れを作り,繰り返すことで.学習活動に見通しを持ち,自発的にグ

ループ編成のために机を移動したり問題に取り組んだりする様子が見られた｡

O　｢おしい｣ ｢もう少し｣という言葉掛けや, ｢順番が違う｣

なく,間違えている箇所をきちんと指摘し, ｢どうして間違

いか｣ ｢どう直せばよいのか｣を自分で考えるようにするこ

とで,生徒が課題に気付き,主体的に活動に取り組むことが

できた｡加えて,考えて出した答えにも即座に正誤を返すこ

とで,達成感,成就感を味わえるようにした｡このことは,

ワークシートに正答までの過程を元すことになり,保護者の

気付5,そして家庭での学習への移行にも有効であった｡

113

｢○が抜けた｣という言葉掛けでは

授業前や授業後の

ミーティングで学習計画を修正

してきたのは,良かったね｡

でも,この題材に取り組む前にもう少

し把握できだ情報もあったんじゃない

かな｡ワークシートつづり

を残しておかないと

(文責:　小山浩平　鎌田志穂)
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S.Sj 儡.Su 剞�.M �0.A 儁.千 僊.S 儁.K 剳ｿ.M 儁.S 
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研究のまとめ

1研究の成果と課題

生徒一人一人の現在及び将来の生活において,身につけた力を発揮できるための授業づくりの在り方

について,わたしたちは,これまで行ってきた前次研究の取組を整理する中で,必要なものを加えなが

ら,そうでないものは簡略化していくという手続きのスクラップアンドビルドの発想に立って研究を行

ってきた｡教育的ニーズの把握と分析に当たる｢学部ミーティング｣では,生徒一人一人のニーズを学

部教官全員という多くの視点で見詰め,情報交換を行うとともに指導方法の共通理解をする機会ともな

った｡また,生徒全員を全教官で指導に当たる高等部において,授業づくりミーティングの充実を図り,

個別の指導計画をどのように授業に生かしていくがを念頭におきながら,日々の授業の質的な高まりを

目指してきた｡

本研究において,わたしたちが取り組んできた三つの研究内容について,以下にその取組の成果と課

題について述べる｡

(1)教育的ニーズの把握と分析のための｢学部ミーティング｣

わたしたちは,教育的ニーズの精度を高めるための一方策として｢学部ミーティング｣の在り方に

ついて探ってきた｡教育的ニーズについては,これまでと同様に原則として各担任が教育的ニーズと

して導き出し,さらに, K J法的手法を用いて25名の全生徒について全教官で検討する手法を中心.に

進めてきた｡この結果,導き出された教育的ニーズについては,保護者および教官に対して実施した

｢個別の指導計画に関するアンケート｣から次のことが成果として上げられる｡ 1学期末に実施(回

答率は100%) ｡

アンケート結果から

○　教官

担任だけの情報ではなく,日々の授業を通して得られるグループ担当教官の情報,進路担当

の進路先･実習先からの情報など一人一人の生徒の生活全般からの多面的な捉え方を基に検

討･分析することができより客観性のある教育的ニーズを導き出すことができた｡その結果,

実態把握や教育的ニーズの絞込みができるようになったと感じている｡

○　保護者

｢個別の指導計画｣ ｢教育的ニーズ｣については,情報交換(教育的ニーズを語る会)もあ

り,生徒に合っていると全員の方が解答し,それを踏まえた学校での取組に対しても高い評価

をいただいた｡また,インフォームド･コンセントという点からみると,個別の指導計画など

の資料を用いたことや,専門的な用語については,それぞれの教官が具体的に伝えたというこ

ともあり,ほぼ理解していただいているという結果が出た｡保護者が質問をするという場面設

定もほぼ十分であるという回答をいただいた｡

学部ミーティングについて

KJ法的手法を用いた｢学部ミーティング｣を行ったことにより,学部全生徒の教育的ニーズ

についての共通理解が図られ,次のような成果も得ることができた｡

･ティーム･ティ,-テングによる授業実践をするわたしたちにとって役立つものであった｡

･　一人一人に応じた目標設定,指導内容の工夫が図られ,指導の適切性,個別化がより図ら
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れるようになった｡

教育的ニーズを語る会の実施などに基づく保護者の声から

｢個別の指導計画｣の学校･家庭間の連携した取組や｢教育的ニーズを語る会｣の開催により

保護者から次のような声が寄せられた｡

･家庭においても子供との接し方を意識するようになった｡

∴　年齢相応の接し方をするようになった｡

･家庭で子供のことについての会話が増えた｡

･学校での取組が家庭においても役に立っている｡

これらのことは,まさに,一人一人の生徒の教育的ニーズについて,教官同士,また,教官と保護

者が相互に情報を共有し,指導内容や支援の方法を決定していった成果である｡

課題としては, 25名の生徒全員の教育的ニーズを導き出すための時間が掛かったということが残っ

た｡今後,情報の分有化ができている2 ･3年生については, KJ法的手法を用いた学部ミーティング

を実施し,新たに進学してきた1年生については諸情報を基に,担任を中心に提案していくことで手

続きの簡略化を図りたい｡また, KJ法に関する研修の実施や進め方のマニュアルを作成することで

より一層の効率化につながると考える｡

(2)授業の充実を考える｢授業づくりミーティング｣

わたしたちは,卒業後を見据えた授業づくりを進めるということから教育的ニーズを授業に生かすた

めに, ｢授業づくりミーティング｣の充実を図ってきた｡これまでも,授業の打ち合わせはそれぞれの

担当者間で行ってきていたが,教育的ニーズを授業に生かすためのそれぞれの｢授業づくりミーティン

グ｣の役割を授業の設計･展開･評価の流れの中に明確に位置付け,指導の最適化と学習集団の在り方

を最適なものにしていこうと考えたのである｡

授業づくりミーティングIについて

既存の指導計画に示されている数多い指導内容の中で　教育的ニーズとの関連を図りながら各単

元･題材において重点的に指導していく内容を明らかにしてきた｡つまり,生徒の教育的ニーズにつ

いて｢いつ｣ ｢どこで｣ ｢誰が｣ ｢どのようにして｣こたていくかについて,より明確にしてきた｡

と同時に,目指す授業像を基に学習集団全体の活動の組織化及び支援の具体化が図られた｡

授業づくりミーティングHについて

授業づくりミーティングHについては,単位時間終了後,担当者間において行ってきた｡日々の情

報や変容の蓄積だけでなく,授業における具体的な支援の手立ての妥当性,適切性についての評価が

繰り返され,生徒一人一人に対する支援の最適化がより一層図られてきた｡

また,毎週行われている学部会において,その過ごとの生徒の様子や変容を紙面で報告し確認して

いるが,これにより,担任や授業担当者以外の教官でも相互に情報を共有化できたり,学習の状況を

把握できたりするようになっている｡このことで　日々の実践,次時への取組について,常に高等部

の全教官の視点で見詰めることがで5,教育的ニーズへのこたえ方や支援の在り方,教材･教具の妥

当性などについて,より一層工夫するようになってきた｡

授業づくりミーティング皿について

単元終了後には,生徒の実態の変容や教育的ニーズにどの緯度こたえられたかの評価と,次単元の

授業のための設計などについても協議できた｡また,通知表のこれまでの文章による記述式に加えて,

評価項目を明確化するとともに,各単元の指導目標や支援の在り方など日々の記録を整理することで
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通知表の内容をより一層充実した｡ができるようにした｡このことは,保護者に対して学校での指導

内容や支援の在り方を情報提供することになり,家庭や地域での取組にも広がりを見せてきている｡

課題としてia,評価基準などの評価の観点の明確化や記録の在り方である｡今後さらに,研究を深

化していきたい｡

なお,実践例を通して,日々行っている｢授業づくりミーティングⅡ｣の重要性を両確認できた｡

その繰り返しが日々の授業実践に直接結び付くことは言うまでもないことである｡その際の記録の観

点を共通理解していく必要性も感じている｡

(3)生徒一人一人の豊かな生活のために,わたしたちができること

わたしたちは｢移行｣について,将来の生活への｢縦の移行｣と家庭生活･地域生活への｢横の移行｣

という二つのとらえ方をし,移行支援の在り方について事例研究を中lmこ探ってきた｡そして生徒一

人一人の支援の在り方を家庭や地域等と共有化･継続化していくことの大切さをあらためて確認した｡

つまり,わたしたち学校,家庭,地域,進路先といった生徒たちの支援者がネットワークを作り,坐

徒のよさやできること,具体的な支援の在り方などを相互に共有し合うことで生徒の自己選択･自己

決定がより一層可能になり,現在及び将来の豊かな生活の創造につながっていくものであると考える｡

以下に, ｢横への移行｣と｢縦への移行｣について,事例研究を通して得た知見について示す｡

横への移行支援に当たって

○　生徒の教育的ニーズに関して保護者と教師の願いが一致し,その後の取組も日々の連絡帳のほか,

送迎時の会話,家庭への寓話,教育相談,進路相談など直接話す機会を多く持つこと｡

○　具体的な情報交換の中で　支援の在り方を一緒に考え,生徒の変容を伝え合うこと｡その中で家

庭からも支援の手立てや次へのステップの積極的な提案がなされること｡

○　学校や家庭においてできるようになったことを,学校や家庭以外でも自分の力として発揮できき

　るように,生かせる場面の設定をしたり余暇活動の計画を立てたりなど　実際場面を想定した取組

を行うこと｡

縦への移行支援に当たって

わたしたちは卒業後の進路先に対して,個別の指導

計画の取組を卒業生個表として情報整理し,引継ぎ

適切な支援の在り方について継続していきたいと考え

た｡卒業生個表の情報は進路先においても具体的な支

援を考えていくうえで重要な資料となり,よりよい支
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接の一助となっていることは確証できたのではないかと考える｡しかしながら,どのような内容をど

の程度,どのようなシステムでといった点については課題として残るところであった｡卒業時のみの

一時的なものでなぐ　継続的なシステムとして,また就労先だけでなく生徒の生活全般を見据えたネ

ットワークの構築につながるものとして考えていくことが今後更に必要である｡

本研究においてわたしたちは移行を視野に入れ目国別の指導計画を生かした授業づくりに取り組んで

きた｡現在及び将来の生徒を取り巻く家庭･地域･進路先等とどのように連携していくか,事例研究に

おいて得られた成果を今後も生かしながらも, ｢移行支援｣のとらえ方, ｢個別の指導計画｣と｢個別移

行支援計画｣との関連等に?.いては,更に事例検証により具体的な方策を探っていきたいと考える｡

(文責:岡元　明広)
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